
2008200820082008 年岩手年岩手年岩手年岩手････宮城内陸地震宮城内陸地震宮城内陸地震宮城内陸地震によるによるによるによる市野市野市野市野々々々々原地区地原地区地原地区地原地区地すべりすべりすべりすべり構成土構成土構成土構成土のののの土質特性土質特性土質特性土質特性    

 

岩 手 大 学   学生会員   ○佐藤辰也 

岩 手 大 学   正 会 員     大河原正文 

岩 手 県 農 水 部                小澤幸彦 

国土防災技術（株）盛岡支店                大木敏行 

国土防災技術（株）盛岡支店                佐藤達也 

１．はじめに 

平成 20年 6月 14日，岩手県内陸南部を震源とする岩手・宮城内陸地 

震（M7.2）が発生した。この地震により，多数の地すべりや斜面崩壊， 

さらには土石流が発生し，岩手県南部・宮城県北部の中山間地域に甚大 

な被害をもたらした。被災地域には，新第三系中新統から第四系の火山 

性堆積物，火砕岩などが分布し，地盤の脆弱性が斜面災害の一因と考え 

られている。一関市の市野々原地区では，地震により人家背後の斜面に 

地すべりが発生し，岩手県の激甚災害地に指定されている。本報では， 

当該地すべりの治山対策の一環として，すべり面判定のための物理，化 

学試験を行った結果について報告する。 

２．地すべり概要 

 市野々原地すべりは，磐井川左岸の国道 342号線沿いの

南東向き斜面に発生した。地すべりは Aブロック，Bブロ

ック，Cブロック，D1ブロック，D2ブロックの 5つに区

分される。このうち Aブロックは標高 470m付近の尾根筋

を滑落崖とし，斜面長約 260m，幅約 200mの大規模なも

のである。 

３．試料および試験方法 

1) 試料 

Ａブロックに掘削された深度 65m のボーリングコアか

ら，岩相や亀裂の分布状況などをもとに計 23 個試料を採取

し，試験・分析に供した。ほとんどの試料が安山岩からな

り，風化による変質が著しく，一部粘土化していた。 

2）物理試験 

土粒子の密度試験、湿潤密度試験、液性限界・塑性限界試験を行った。各試験は，日本工業規格地盤工学会

規準に準拠し行った。 

3）鉱物・化学分析 

 Ｘ線回折分析（粉末法，水簸法，EG 飽和処理）、メチレンブルー吸着試験、陽イオン交換容量測定を行った。 

4）力学試験 

・膨潤圧試験 

 試料を恒温乾燥炉（110±5°）で十分に乾燥させた後、密度を一定(ρ=1.50g/cm3) にしてから膨潤圧を測定

した。得られた値は現場の膨潤圧を示すものではないが，試料が本来有している膨潤能力を示す指標として利

用できると考える。 
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図 2 地すべりブロック区分図 



一面せん断試験 

垂直力およびせん断力の載荷にメガトルクモーターを使用した変位制御型一面せん断試験装置を用いて繰り

返し一面せん断試験を行った。試料は，粒度調整しない練り返し再構成粘土を用いた。すなわち，はじめに試

料を蒸留水で十分に攪拌した後，小型モールドに入れ，圧密圧力 σ＝100kPa で予圧密した。モールドから取り

出した試料を直径 6cm，高さ約 2cm の円柱形に整形し供試体とした。試験条件は圧密定圧条件で，圧密打ち切

り時間を 3t 法により決定した。垂直応力 σｖ＝200kPa，300kPa，400kPa，せん断速度は 0.2mm/min である。 

4．試験結果   

1)物理試験結果 

表 1 にボーリング深度毎の物理試験結果を示す。土粒子の

密度は ρs =2.500～2.900g/cm
3 の範囲にあり一般的な火成岩の

密 度 範 囲 に あ る が ， No.21(59.30-59.50m) に お い て

ρs=1.981g/cm
3 と小さい値を示す。湿潤密度 ρt および塑性指数

IP は 40ｍ以深において小さくなる。 

2)化学分析結果 

 図 3に化学分析結果を示す。XRD 分析から石英・長石類な

どの造岩鉱物が検出されたほか，膨潤性粘土鉱物であるスメ

クタイト，さらには非晶質物質が検出された。メチレンブル

ー吸着法によるスメクタイトの定量分析では，No.15(47.80－

48.00m)、No.20(55.70－55.90m)～No.23(64.40－64.60m)におい

て 64.4wt.%程度のスメクタイトが検出された。交換性陽イオ

ン分析からスメクタイトは CaCaCaCa 型である。 

3)力学試験結果 

・膨潤圧試験 

表 1，図 4に膨潤圧試験結果を示す。No.14(46.50-46.70m) 

において高い膨潤圧 17.36ｋPa を得た。 

・一面せん断試験 

図 5 に繰り返し一面せん断試験結果を示す。No.14(46.50 

-46.70m)の完全軟化状態における強度パラメータ(ccccssss=8.2kPa 

,φφφφssss=14.6°)，残留状態における強度パラメータ(ccccrrrr=6.8kPa 

,φφφφrrrr=12.5°)である。 

5.考察およびまとめ 

 物理特性として深度 55mより深い位置で土粒子の密度ρs

および湿潤密度 ρt が小さく、塑性指数 IP、メチレンブルー

吸着試験によるスメクタイト含有量が高い結果を得た。ま

た深度 47m 付近 No.14(46.50-46.70m)で高い膨潤圧，小さ

いせん断強度が得られている。物理・化学特性および力学

特性からすべり面として深度 47m 付近，および深度 55

ｍ～65m の可能性が考えられる。 
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図 4 膨潤圧試験結果(kPa) 
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